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1.は じ め に
企業 を取 り巻 く環 境の変化 は、企業に不確実性 を もた らす 。 その 不確実性 と環境変化へ対
rす るために必要なのは、経営戦略で ある。数多 くの文献において、 「経営戦略 とは企 業を存
続 、成長 させ るために必要 な長期 的視野に立 った方策」 と定 義 され てい る。 グQバ ル に事
業活動 を行 う多国籍企業 を取 り巻 く環境は、国内企業 と比較 して、よ り多様 であ り、 より複雑
で あり、よ り大 きな不確実性 をもた らす。 それゆえに、経営戦略 の重要性 もより大 きくなる。
多国籍企業 の戦略 に関す る先行研 究か ら、 それ ぞれの 多国籍企業 はグ ローバル戦略 あるい
はマル チ ドメステ ィック戦略 を採 用 し、グ ローバル な効率性 あるいは ローカルへの適応 のい
ずれ.かを追求 し、それ に応 じたマ ネジメン トを遂行 しよ うと して きた こ とがわか る(t;。グ ロ
ーバル戦略 とは、グ ローバル規模 で行われ る事業活動 の効率性 を追 求す るもの である。マル
チ ドメステ ィック戦略で は、ロ ・ーカ ル市場へ適応す ることに よって、市場 を確保す ることを
目指 し、原則 的には進出国 ごとに独 自に事業活動 を行 う。 しか しなが ら、 多国籍企業 がよ り
多 くの要求に応 える必要性 に迫 られ るようになった(BartlettandGhoshal,1989)結果、 トラ
ン.スナシ ョナル(BartlettandGhoshal,1989)モデル、ヘ テラル キー(Hedlund,1986)モデ
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ル、マルチ ・フ ォーカル(VrahaiadandDoaiss7)モデルが提 唱 された。
1980年代 には、市場の同質化(Levilt,1983>、研究 開発費の増 大などによって 、多国籍企業
はマルチ ドメステ ィック戦略で はな く、グ ローバ ル戦略 を志 向す る傾向 が強 くな った(1'iE
1989)。他芳で、グ ローバルi略 に対す る批判か ら(eg,Rugman,2000;2001)、あるいは 、当
該 リー ジ ョンへ の適応 と リージ ョン内 で の効率 性 を追求 す るとい う観 点 か ら(eg,Roth,
Ricks,andMorrisoq1991;Shutte,157;SchlieanJYip,200⑪)、リ・一ジ ョナル戦略 を説 明す る
研究 の蓄積がみ られ る。
本 稿 では、まず、既存 の多国籍企業の戦略 に関す る先行研究 を レビュー し、 グローバ ル戦
略 、 マル チ ドメステ ィック戦略の特徴 を明Y'する。次 に、 リー ジ ョナル戦略に関す る先 行研
究 をレビュー し、 リー ジ ョナル戦略 とは何 か、その位置づ けにつ いて明 らかに し、グ ロ ーバ
ル戦 略 と リージ ョナル戦 略 を統 合 した概念 と して、 リージ ョナル ・マネ ジメ ン ト戦略 を提示
す る。 その上で、 日米欧の3極 体制の構築 を目指 す、 キヤ ノンのケ ースを取 り上 げ る。最 後
に、キヤ ノ ンの 目指す方 向が、 リー ジ ョナル ・マネ ジメ ン ト戦略 の方 向性 にあ ることを確 認
し、今後 の研究課題 を示す こととする。
2.多国籍企業の戦略に関する議論
多国籍企業の戦略に関 しては.主に、グローバ ル規 模での効率性 を追求す るグ ローバル 戦略、
あるいは ローカル 市場 の確 保 を目指 し、 ローカル な適応 を追求す るマル チ ドメステ ィック戦
略のいずれか を選択 し、遂行す る、と議論 され てきた。
産業組織論 の視 点か ら、Porter(1986)は、企業 の属す る業界 を分析単位 と して、グ ロー
バル産業 とマルチ ドメステ ィック産業 にj}*Cjした。 グローバ ル レベルの競争 によって特 徴付
け られ るグ ローバル産業 は、世.界を単一 の市場 とみ な して標 準化製品 を投入す ることに よっ
て、グ ローバ ルな効率性 と規模 の経済性 を追 求す るグローバ ル戦略 を採用す る。他方 、 ドメ
ステ ィックな産業の集合体 で あるとされ るマルチ ドメステ ィック産業 は、ローカル に適 応す
る ことに よって、 ローカル市場 の確保 を目指 し、Fiji国ご とに 自律性 をもって活動す るマル.
チ ド.メステ ィック戦略 を採用す る。
13arHeLt.andGhushal(1989.〉は、日米欧 の多1=^$1B企業 を、グu一 バル 企業 、マル チナ シ ョ
ナル 企業 、イ ンターナ シ ョナル企業 の3タ イプに分類 し、その戦略 と組織 をP9し た。 グ ロ
ーバ ル企業 は、1980年代半 ば までのH本 企業 を想 定 した もσ)で、経 営資源 を本国 に集 中 し、
規模 の経 済性 とグローバル な効率性 とを追求す ることによって、競 争優位 を構築 しよ うとす
るグローバル戦略 を採用す る。 マル チナ シ ョナル企業 は、ローカル.市場へ適応す るため、経
営資源 は海 外.子会社に分散 ・配置 し、 ロ・一カル市場 の確保 を 目指 す。その ため、海外子会社
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は相 当程度 の 自律 性 をもち、独 自に.活動す ることがで きる。 インターナシ ョナル企業 は、本
国本社 が研究 開発 を行 い、知uを 海外子会社へ移転す るが、海外子会社 はある程度の 自律 性
をもつ。
以上、グ ローバ ル戦略 とマル チ ドメ ステ ィック戦略の特徴 、 と.りわ け利点 につ いて記述 し
た。 しか しなが ら、 それ ぞれ の戦 略には、利 点の裏返 しと して欠点が付随 している。 グロー
バ ル戦略は 、グ ローバ ル な効率性 を追 求す るがゆ えに、 ロー.カルな適応 が不十分 となって し
ま.う.6..ま.た、 マル チ ドメステ ィ...ッ.ク戦略.では{ロ.一.カル.な.適応.を追 求す..るがゆえに、活動 の
重複 が生 じた り、獲得 した経営資源 をグ ローバル に濡用す るこ とが難 しく、十分 に効率的 な
活動 を行 うこ とがで きない。
その結果 と して、企業が より多 くの要求に対 して(PJ時に応 える(BartlettandGhoshal,1989)
ために、グ ローバル統合 とローカル適応 の両方 を志向す るマルチ ・フ ォーカル(z)(Prahalad
andDoz,1987>モデル、 グローバル規模での効率性、 ローカル な適応性 、そ して知識移転 を
同時 に達成す るこ とを 目的 とす る トランスナシ ョナル(BartlettandGhosha1,1989)モデル、
多中心的で水平的 な組織構造 をもつヘ テラルキー(Hedlund,1986>モデルが提唱 され た。
しか しなが ら、 これ らの モデル は理想的で あるがゆ えに、要求 され る組織能力 は単一企業
の能力 を超 える もの(高 井,1998)であった。 さらに、.市場 の同質化(lxvitt1983)、研究 開
発 費の増大 な どを理 由 として 、多国籍企業の 多 くは.マ ルチ ドメ ステ ィック戦略で はな く、
グローバル戦略 を志向 し、採用 していた(`x'ip,19$9)。
3.リ ー ジ ョ ナ ル ・マ ネ ジ メ ン ト戦 略
多国籍企業 のグ ローバル戦略 に関す る先行醗究 は、グ ローバル な効 率性 を追求す るグロー
バル戦略か、 あるいは ローカルへの適itiを追 求するマルチ ドメステ ィック戦略のいずれかを、
当該多国籍企業 がおかれ る外部環境 、内部環境 に応 じて選択 し、実行 す ると論 じてい る。環
境の変化 によって、グ ローバル な効率性 、 ローカルへ の適 応、 さらにはグ ローバル規 模での
イノベ ー シ ョンと知 識 の活 用 を同 時追求 す る必 要性 が生 じた結 果 、 トラ ンス ナシ ョナル
(BartlettandGhoshal,1989>モデル などの、理想型 としての ネ ッ トワーク組織が提唱 された。
しか しなが ら、理想型 としての トランスナ シ ョナル モデルな どに必要 な組 織能力は単.......企業
の能力を超 える ものである(高 井,1998)ために、 あるいは、市場 の同質化(Levi比1983)な
どによって,多 くの多国籍 企業 はグローバル戦略 を追求 して きた。
極端 なグローバ ル戦略志 向へ の批判 と して、Rugman(2000;'LOO1)、RugmanandStepharie
(2003)、RugmanandVerbeke(2004)らは リージ.ヨナル戦略 を提 唱 してい る。彼 らは、そ も
そ もグ ローバ ル戦略 とは神話(myth)であって、現実の 多国籍企業 は リージ ョナル戦略 を追
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求 してお り、基本的に、 日本、 アメ リカ、ヨーロッパ を中心 とした トライア ド(3)をベ ース と
して活動 してい ると論 じてい る。 その根拠 と して 、世 界 を トライア ドに分割 し、サ ンプル.企
業500社の リー ジ ョン別の売土 デー タを もとに、真 のグローバ.ル企業 はわずか9社 で あ り、バ
イ ・リー ジ ョナル企業(dJが25社、その他の大 多数 の多国籍企業 は、本国本社 の存在 す る リ
ージ ョンでの活動 が中心 とな ってい る、 リージ:ヨナル企.業であ ると結 論付 けてい る(Rug-
manandVerbeke,2004>。同様 な視 点か.らでは.あるが舜RugmanandHodgetts(200ユ〉は、
.純粋(pure)'なグ ローバル戦略 で も.`純粋(pureア・.な.Q.カル 適応 戦略で もな く、統合 と
ローカル適応 とをバ ランス させた リージ ョナル戦略 こそが、多国籍企業 が成 功す るための戦
略で あると論 じている(図 表1参 照)。














ロ ー カル 適 応 戦 略
出 所:RugmallandHodgctts(2W1)に加 筆修 正
他方 で、 リー ジ ョナル戦略 に関す る先行研究 には、 り一 ジ ョナル戦略の定義 に関 して、彼
らと異 な る見解 を示 して いるもの も多い。 ここでの リー ジ ョナル戦略 とは、世 界 を複数 の リ
ージ ョンに分割 し(s;、.当該 リー ジ ョン内での活動の効率性 と当該 リージ ョンへの適応 を図 る
もの である(al。Williamson(1967)は、1960年代 の西 ヨー ロッパ 市場 の成 長 と、複雑性 と機
会の増大 に直面 したために、 アメ リカ企業 がグローバ ル志向の事業活動 を継続 す るために と
ったアプ ローチを リー ジ ョナル戦略 ととらえて いる。MorrisonandRoth(1992)によれば 、
リージ ョナル戦略 は、グ ローバル化 が もた らす組織 的な抵抗 に対応で きる と同時 に、効 率性
をも追求で き、当該市場において さらなる機会 を生 む として いる。SchlieandYip(2000)は、
リージ ョナル戦略 は、代替 的な戦略 では あるが、完全 にグ ローバル な戦略 あ るい は完全 にロ
ー カルな戦略 よ りもす ぐれ た戦略 で あ り、.グローバル戦 略 を第1ス テ ップで.ある とすれ ば、
リージ ョナル戦略 を第2ス テ ップ ととらえることができると論 じてい る。
す なわ ち、 リージ ョナル戦 略は 、ローカルへの適応 を重視 してい る一方 で、..一.・定の リー ジ
ョン内 での効率性 を も追求 す ることによ って 、マル チ ドメステ.イック.戦略 の欠点で ある効率
性 の不足 を部分的 に補 うこ とがで きるので ある。 リージ ョナル戦略に期待 され る効果 は、 リ
ー ジ ョナル な要求 にきめ細 か く対応す る ことと同時 に、 リー ジ ョナル レベル での意思決定 や
戦略 の推進 などによって、効 率性 を追求 す ることで ある。 これ までの リー ジ ョナル戦略 に関
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す る研究 は、「構造 は組 織 に従 う」 とい うChandler(1962)の命題 に したがって進 め られ て
い るものが 多 い。 すなわ ち、 リージ ョナル 戦略 と地域.統括.会社 とを関連 させ て論 じてい る
(eg,lasserre,1996;Schutte,1997>ものが多 くみ られ る。
他方 で、経営資源の移転 とい う観 点か.ら、 グ ローバ ル戦略 と リー ジョナル戦略 を とらえ る
こともで きる(eg,周佐,1988)。IRhrerandAsakawa(1.999)とAsakawaandLehrer(2003)
も、グ ローバル な知識移転 の視 点か ら、 リージ ョナル レベルの活動の重要性 につ いて論 じて
い る。LehrerandAsakawa(1999)は、 ヨ.一ロ ッパ に地域統括 会社 を設置す る日本 とア メ リ
カの 多国籍企業に対す るイ ンタ ビュー調査 の結果.から、 リージ ョナル ・マネジ.メン トの重要
性 は増 大 して いるに もか かわ らず 、地域統 括会社 の重要性 は増大 していない と論 じてい る。
リージ ョナル ・マ ネジメン トの 目的 は、 ローカル に創造 された知識や イ ノベーシ ョンをグ ロ
ーバル に活 用す る際の媒介 と して機能す る ことで ある。彼 らは、 イノベ ーシ ョンと知識 を グ
ローバル に活 用す るとい う視点か ら、 リー ジ ョナル ・マネ ジメン トの重要性 を再び指摘 して
い る。 ローカル レベルで創造 され たイノベーシ ョン と知識 をRJし 、 グローバル に移転 、活
用す るため に、 リージ ョナル ・マ ネジメ.ントの重要性 が増大 している(AsakawaandLehrer,
2003)とい う点が、 ここで重要 なことで あろう。
図表2戦 略の目標





グ ローバル統合 か ローカル適応.かとい う視点 か ら.多u籍 企業 はいずれか に重 点 をお き、
グaバ ル戦略 あるい はマル チ ドメ.ステ ィック戦略 を選択 して きた、 と既存 の多国籍企業 の
戦 略論 では論 じて きた。 その ため、イ ノベー シ ョンや知 識 を移転す る際の リー ジ ョナル レベ
ルのマ ネジメン ト(7)の役割 を無視 して きた(Asakawa.andLehrer,2003>。マル チ ドメステ ィ
ック戦略 よ りもグ ローバル戦略 がよ り志 向 され るよ うにな った結果 、そ うしたグP一 バル 戦
略への傾倒へ の.反動 としで、 リージ ョナル戦略が論 じられ るよ うになった。
本稿 で は、グ ローバ ル戦略 と リージ ョナル戦 略 とを二者択.一的 な戦略 ととらえるので はな
く、両 立 させ る ことに よって、 リージ ョナル レベルの効率性 と適応性 を追求す ることがで き
る と同時 に、 リージ ョナル レベルでの活動 を ロー カル レベル(x;、グローバ ル レベル の活動 そ
れ ぞれ と リンク させ ることによって、AsakawaandLehrer(2003)らが論 じた ように、知識
や イ ノベ ーシ ョンを、ローカル、.グローバ ル両 方の レベルで活用す ることがで きると考 える。
す なわ ち、 グローバル戦略 とリー ジ ョナル戦 略 を両立 させ ることに よって 、企業 に とって
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肝 要な知識や イノベ ーシ ョンなどの経 営資源 をローカルに、グ ローバル に活用す る、 あるい
はそ う したマネ ジメ ン トその もの を行 う.ための戦略 を、 リー ジ ョナル ・マネ ジメ ン ト戦略 と
呼 ぶことにす る。
これまでの議 論 を踏 まえて 、次 節で はキヤノ ンの海外事業 活動 の ケースを もとに、同社の
グローバル戦略(9/を明 ら.かに し、岡社のグ ローバル戦略が リージ ョナル ・マネジメン ト戦略
の方向性 にあることを確認す る。
図表3本 稿の プレ.一ムワー ク
グA一 バル戦 略+リ ージョナル戦 略 ⇒y_ジ ョナル ・マ ネ ジ メ ン ト戦 略
4.ケ ー ス .一キ ヤ ノ ンー
4.1事 業 活動 一海 外 事 業活 動 を中心 に一
キヤ ノンは、1951年、 イギ リスのジ ャーデ ン ・マセ ソン社 と総代理店契 約を結ぶ ことに よ
って、本格的 に輸出 に取 り組 む ことになった。1955年にはニ ュー ヨーク支店 を開設 し、 日本
人社.員5名が派遣 された。 その後 、本社直属の販売体制 を.スター トさせ るため に、1963年に
キヤ ノンSAジ ュネ ーブを設立 した。】.966年の キヤ ノンU.S.A.を皮切 りに、 キヤ ノンラテ ンア
メリカ、キヤ ノンアムステル ダムN.V.など続 々 と現地法 人を設 立 した。
.1969には
、初の海外生産拠 点 として、台湾 キヤ.ノンを設立 、1973年、キヤ ノンギー セン
(.断ドイツ)、1974年にはキヤ ノンビジネスマ シーンズ(ロ サ ンゼル ス)を 設 立 した。以降 、
これ ら3工場 は海外生産 戦略の拠点 として重要 な役割 を果 たす ことにな った。.1978年には輸
出売 上1,000億円、輸出比率が70%を 超 えた。
長期経営計画 と して、1988年にはrグ ロ・一バル企業構想」、199&に は 「.グローバ ル優 良
企 業グループ構想 」、2001年、 「グローバ ル優 良企業 グループ構想Jフ ェーズ 且をス ター トさ
せ てい る。海外 事業活動の進展 に ともない、掲 げるビジ ョンも変 化 した。1988年以前の ビジ
ョンには 「グローバル」 とい う用語 は入 って いなか った。
研究 開発に関 して は、グ ローバル研究開発体 制 をとり、 日本 での基礎研究 、研究技術 に加
え、海 外7拠 点で研究 開発 が行 われてい る。それぞれの地域 で は特色 の あるコアテ クノロジ
ーを育 て、幕礎研究 か ら製 品開発までを.世界規模 で連携 しなが ら実施 してい る。同社 は、「技
術 はキヤ ノンの原動力」 と して、常 に最先端 のオ リジナル技術 を追求 して きてお り、その成




出所:キ ヤ ノンホ ームベ ・ージ(米J商 務 省.発表)
4.2長 期経 営 計画
2001年の 「グローバル優 良企業 グル ープ構想Jフ ェーズ 且が、 さらなる国際化 を 目指 す う
えで 、これ までの 「グローバル企業構想 」、「グ ローバル優良企業 グル ープ構 想」 と一線 を画
す点 は、日米欧の3極 に根 を生や した、「真の グローバル ・エ クセレン トカ ンパ ニー」への脱
皮 を目標 としていることである。
販売会社 と しての色 彩の強い欧米の現地 法人 を、研究開発機能 も備 えた メーカーに脱 皮 さ
せ、3極 それぞれが多角化の責任 をにな う体制 に しよ うとす る ものである。そ して、3極 が互
い に競 い合 うグローバ ル経営 によって、事業 の枠 を広 げて い くことを目標 と してい る。 しか
し、3極の 開発製 品が競 合 しない ように、研究 開発分野 の調整 を行い、 「3つの本社 が異 な っ
た分 野 の製品 を輪 出 しあ うこ とで 、為替 リ.スク も軽減 で き る」 と期待 して い る。 さらに、
3極間の調整 をしやす くす るために、将 来的には 日米欧の3本 社 を統括 す る世界本社 を設置す
ることも視野 に入れている。
3極体制 を確立す るため、2001年5月にはイギ リ.スのロン ドンに欧州地域統括会社 を設立 し
た。 ヨーロ ッパ.各国にある販売 会社 を統括す るこ とか らスタ・一 トし、2002年ユー ロの現金通
貨の流 通開始 に合わせて 、持 ち株会社 の形 態 に変更 し、 ヨーロ ッパ にあ る関係会社128社に
出資す る統 括会社 とな った,同 時に、現地販売.会社の キヤ ノンdJ.S.A,をアメ リカに ある関係
会#t34社に出資す る持 ち株会社 に移行 させ るこ とを計画 してい る。 また、 アジア地域 に関 し
ては、 中国市場の重要性 をauJG'0.(1a;し、販売統括機 能 を1999年には シン.ガt一ルか ら香港 へ、
さらに2002年には香港か ら北京へ と移転 させ てい る(u:。新 たな 「希望 の地」 としての 中国
を、生産拠点か ら、「巨大 な潜在成長力 を秘め た魅力 ある市場」 として認識 した結果で ある。
グローバル な視点で事業 の枠 を広 げ ることを目標 と して 、 日米欧の3拠 点 で事業 を拡大 し、
それ ぞれの拠点 が独 自性 をもって開発 を行い、現地化 を進め ようとしてい る 〔12;。その際 、 日
米欧の3極 での全体最適 をも追求 してい く。
4.3若 干 の分 析





動 を拡大す る ことに よって 、よ り国際化 を推進 しよ うと して いる。 これは、既 存の多国籍 企
業 の戦略論 で論 じられて きたグローバル戦略 を追求 する ものであ ろう。
他 方、世界 を3極 に分割 し、 それ ぞれに本社機能 をもった組織 を設置 す ることによ って、
それぞれの リージ ョンで現地化 を進め、 インサ イ.ダー に な ることを目指 している(IJ:。す なわ
ち、販売機 能中心の現地法人 か ら、研 究開発や生産 機能 を も統 括す る組織 の構築 を図 り、 そ
れ ぞれ の地域 で自律的存在 とな ることを目的.として いる ことか らは、 リー ジョナル戦略 を追
求 してい るとい える。
す なわち、3極 が それぞれ独 自の 活動 を行 うことによ って 自律 した経営 単位 とな ると同時
に、研究開発な どの活動の重複 を避 け、それ ぞれの活動 の調整 を図る、と していることか ら、
グ ローバル戦略 と リー ジ ョナル戦略 を両立的 に採用 しようと してい るととらえることがで き
よ う。同時 に、そ う した活動は、 キヤ ノンが意図 してい るかいなかは別 と して、 ローカルに
創 造 された研究開発 の成 果 をグ ローバル に活用す る とともに、他 の ローカル あるいは リー ジ
ョンで も活用 で きるよ うなマネジメン トが志向 されてい ると考 えられ る。
5.お わ り に
本稿の 目的は、多国籍企業の戦略論 に関す る先 行研究 か ら、 これ まで もっ とも多 く採 用 さ
れて きたグローバル戦略 と、過度の グローバ ル戦 略に対す る反動 と して論 じられた、あ る.い
は リージ ョン内での効率性 と適応 を追求す る もの と して論 じられ た、 リージ ョナル戦略 とを
同時に追求す るこ とに.よって、 り一ジ ョナル ・マネ ジメ ン ト戦略 が追求 されることを示 す こ
とに あった。 その上 で、キヤ ノンの長期経営計画 、すなわ ち経営 戦略 をケースと して 、 リー
ジョナル ・マネジメ ン ト戦略 につ いて検討 した。
その結果、キヤ ノンはグ ローバ ル戦略 と リージ ョナル戦略 を同時 に追求 して お り、 さらに
その戦 略は、 ローカル ー リージ ョナルーグ ローバル を リンク させ るような、 リージ ョナル ・
マネジメン ト戦略の方向 にあることがわかった。
最後 に、今後 の研 究課題 につ いて述 べ る。本稿 は、 リー ジ ョナル ・マ ネジメン ト戦 略 に関
しての 試論 的研 究で あるため、よ り詳細 かつ広範 に先行硯 究 を レビュー し、考察 す ることが
必要 であろ う。 さらに、サ ンプル企業 が1社 で あるために、 この結 果 をこの まま一般化 す る
ことはで きない。 また、 キヤ ノンの戦略 とその実態 を時系列 で フ ォローす ることによ って 、





(2)PrahaladandDoz(1987)は、事 業 の 特 性 や 戦 略 的.な.志向 に よ っ て 、 多 国 籍企 業.はグ ロ ー バ ル統 合
あ るい は ロ ー カル 適 施 へ 振 れ る と した 。 グaバ ル 統 合一.ロー カル 適 応(t-R)フ レ ー ム ワー ク を
提示 し、 グ.ロー バ ル 統 合 と ロ ー.カル 適 応 と を同 時 に志 向 す る もの を マ ル チ ・フ ォー カル と した。
(3)大前(1985)が、 『トラ.イア ド ・パ ワ ー』 の なか で 提 唱 した 、d、 ア メ リカ.、.ヨー ロ ッパ の3つ の
極 を核 と した トラ イ ア ドと 同様 の 分 類 で あ る 。 た だ し、 大 前 は3つ の 極 す べ て に おい て イ ンサ イ ダ
ー に な る こ とに よ っ て 、.三大 戦 略 地 域.企業(ト ラ イ ァ ド ・パ ワ ー)と な り、.世界 企 業(本 稿 で は 、
多 国籍 企 業 と同 義 と と らえ る)と して 生 き残 る こ とが で きる と して い る。
(4)RugmanandVerbeke(2004)によ る と、 バ.イ・リー ジ ョナル 企 業 の 多 くは 、 ア メ リカ経 済 の 規 模 に
ひ きつ け られ た ヨー ロ ッパ とア ジ アの 多国 籍 企 業 で 、 本n社 の あ る リー ジ ョン と ア メ リカ の2つ
の リー ジ ョ ンで 事 業 活 動 を行 っ て い る。
(5)多くの 場 合 、 大 前(1985)、Rugman(2000)らと同 じ、 日本(あ る い ぱ ア ジ ア)、 ア メ リ カ、 ヨ ー
ロ ッパ の3つ の リー ジ ョ ンで あ る。 た だ し、1960年代 、70年代 の 研 究 は 、 当 時 の 世 界 経 済 の情 勢 か
ら、 ヨー ロ ッパ に お け る リー ジ ョナ ル 戦 略 に 焦 点 が 当 て られ て い た(た と えば 、Williamson,1967)。
1990年代 に は 、 ア ジ ア に お け る リ ー ジ ョナ ル戦 略 に 焦 点 が 当 て ら れ た研 究 が 多 い(た と え ば 、
Schutte,1995;lasserre,1996)
(6)たと え ば 、Morrison,Ricks.,andRoth(1991)、Morr正sonandRoth(1992)、Schutte(1995)、
Lasserre(1996)、SchlieandYip(2000)など 。
(7)AsakawaandLehrer(2003)は、 リ・一ジ ョナ ル ・マ ネ ジ メ ン トとは 、 知 識 移 転 に際 して 、 ロー カ
ル ー リー ジ ョナル ー グ ロ ーバ ル をつ な ぐマ ネ ジ メ ン トの こ とで 、 そ の 役 割 を に な うの が リ ー ジ ョナ
ル ・オ フ ィスで あ る と述 べ て い る.
(8)ここで 、 ロ ー カル レベ ル とは ㍉ それ ぞれ の 海 外子 会社 レベ ル の こ とで あ る。 ロ ー カ ル レベ ル で の 知
識 、 イ ノベ ー シ ョン の 活 用 に は 、 あ る海 外 子 会社 の 知 識 を媒 介 す る存 在 が 必 要 で あ る』 そ の 存 在 が
本 国本 社 で あ る こ と も可 能 で あ るが 、 それ は 実 際 に は 難 しい.(浅川,2003)とされ て い る。 そ こ に リ
ー ジ ョナル レベ ル の 組 織 と マ ネ ジ メ ン トの 重 要 性 が あ る。
(9)ここで の グ ロ ーバ ル 戦 略 とは 広 義 の グuバ ル戦 略 で あ り 、海 外 事 業 戦 略 、 あ るい は 多 国 籍 企 業 の
a.用す る戦 略 と い う意 味 で 用 い てい る。
(ra)週刊 ダ イ ヤ モ ン ド1996年7N20H%;。
(17)日本 経 済 新 聞、 朝 刊 、2003年2月.24日。
(12)週刊 ダ イ ヤ モ ン ド1996年7月20H号。
(13)「米 国人 の6割 は キ ヤ ノ ンは米.国の会 社 だ と思 って い ます よ」 と い う御 手 洗 社 長 のG.か ら、実 際 に
現 地 化 が 進 み 、 当 該 リー ジ ョン に お いて 、 イ ンサ イ ダ ー企 業 とな りつ つ あ る と同 時 に、 そ れ を同 社
長 が意 識 してい る こ.とが わ か る。.日経 ビ ジネ ス2000年.IA31日 号。
惨 考 文 献 】










HarvardBusiness.Press.(邦訳:吉 原 英 樹 監 訳 『地 球 市 場 時 代 の 企 業 戦 略 』 日 本 経 済 新 聞 社 ,199Q
年).
Chandler,A.D.Jr.(1962)StrategyandStructure,MITPress.(邦訳:「 菱 総 合 研 究 所 訓 『経 営 戦 略 と 組 織 』












口 本 経 済 新 聞 社 編(2001),「キ ヤ ノ ン 高 収 益 復 活 の 秘 密 』 日 本 経 済 新 聞 社.
日 本 経 済 新 聞 社 編(2004.),『キ ヤ ノ ン 式 高 収 益 を 生 み 出 す 和 魂 洋 才 経 営 』 目 本 経 済 新 聞#1,.
大 前 研..・(1985),『トラ イ ア ド ・.パワ ー 一21世 紀 の 国 際 企 業 戦 略 一 』 講 談 社.
Porter,M、E.(isss),CompetitiaxiinGlob｢iStr｢tegy,Boston;HarvardBusinessSchoolPress.(邦訳:土 岐















清 水 武 治(2003),『革 新 カ ン パ ニ ー キ ヤ ノ ンの 挑 戦 と成 功 』 秀 和 シ.ステ ム.
flit和(1988),「 グ ロ ー バ ル 戦 略 の 展 開 と 経 営 資 源 の 相 互 利 用 」 『組 織 化 学 』22(1).PP.72-82.













訳=浅 野 徹 訳 『グ ロ ー バ ル ・マ ネ ジ メ ン トー一グ ロ ー バ ル 企 業 の た め の 統 合 的 世 界 戦 略 一 』 ジ ャ パ ン タ
イ ム ズ,1995年).
一一69
